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加曽利貝塚グランドデザインの進捗について 

 

１ これまでの経緯 

  H30  3月  事務局案の完成 

千葉市史跡保存整備委員会開催（事務局案の検討） 

         委員会の意見を反映し、修正案を作成 

     4月  千葉市史跡保存整備委員会開催（修正案の検討 

     5月  委員会の意見の反映および市内部での調整 

     6月  政策会議でのグランドデザイン案の協議 

     7月～ 政策会議の結果に基づく見直し作業 

     10月  見直し案の完成 

     11月  見直し案についての市内部での調整、外部への発信の準備 

  

２ 主な修正点（４月委員会以降） 

（１）全体構成の見直し 

  ・まず、第２章で加曽利貝塚の魅力をアピールし、次に第３章で目指すべき将来像を提示した。その後、第 

４章で将来像を実現するための課題を抽出し、第５章・第６章で今後進めていく取組みについてまとめた。 

  ・全体を２部構成とし、短期的な史跡保存整備計画を独立させた（第１部がグランデザイン、第２部が史跡 

整備基本計画）。 

（２）新博物館に関する記載の見直し 

  ・整備地点の選定・提示と新たな博物館が有する機能の提示に留めた。 

  ・新博物館の規模や面積、調査研究の体制・計画等は、グランドデザインの策定後、具体的な検討に着手し、 

基本計画の策定へつなげていく。その中で文化財課・加曽利貝塚博物館・埋蔵文化財調査センターの機能・ 

役割の見直し・再編も検討する。 

  ・継続的な調査研究を進め、その過程・成果を広く情報発信していくことが加曽利貝塚の最大の魅力であり、 

新博物館の整備項目として明記するとともに、パース図で示した。 

  ・ミュージアムショップや飲食施設などの整備に関する記載を追加した。 

 

３ 今後のスケジュール 

  H30 11月  市民意見交換会の開催（グランドデザインの説明・意見交換） 

  H31 12月  千葉市史跡保存整備委員会開催（グランドデザインの検討） 

         事務局案の確定（市民意見交換会および委員会の意見の反映） 

 1月  市内部での最終調整、政策会議での方針決定 

     2月  策定・公表 


